
校訓『自律』を実現する「挑戦・責任・尊重」  

～新たな体制で魅力ある上二中をつくっていきます～  

                        校長   宮田  正博  

 新入生の皆さん入学おめでとうございます。また、進級した８・９年生の皆さ

ん進級おめでとうございます。上二中は開校７８年目を迎え、新校舎での３年目

の生活が始まりました。新校舎完成時に植えられた樹木も２年が過ぎ、幹が一回

り太くなり、背が高くなりました。昨年度は、全ての行事が予定どおり実施でき、

教科メディアスペースなど新校舎を活用した様々な取組を進めることができま

した。  

今年度は右の表のように生徒数も学級数がさら

に増え、統合した平成３０年と比べると約１５０人

の増加となりました。また、昨年度に引き続き多く

の教職員が異動となり、新たな体制で令和６年度の

スタートを切ります。  

上二中の校訓は『自律』です。『自律』には、

「自分自身できまりやルールを決めて、行動で

きること」という意味と、「自分を支えてくれ

る人を増やして行くこと」という２つの意味が

あります。その『自律』を実現するために、令

和４年度から３つのキーワードを教育目標に

しました。それが「挑戦・責任・尊重」です。

この３つのキーワードは令和３年度に生徒・保

護者・教職員・コミュニティスクール委員など

多くの方々の声を聞き、話し合い、最終的に生徒の意見を基に決めたものです。

新たな年度の始まりにあたり、前例にとらわれず挑戦する気持ちをもち、責任を

もって役割を果たし、お互いを認め尊重し多様性を大切にしていきたいと考えて

います。  

 

さて、上二中ではここ数年校則の見直しを生徒会を中心に進めています。令和

４年度は髪型について検討し、いわゆる「ツーブロック」や「お団子」のガイド

ラインを作りました。昨年度は防寒着としてダウンコート等を着用できるように

し、通学時は体育の授業のある日は体育着も可というきまりに変更しました。２

月の「学級活動の日」に全学級で話し合った結果を基に、生徒手帳に細かく記載

してあった「生活の心得」も改訂しました。  

学校生活の主役は生徒です。このような取組の中で、自分たちの生活を自らつ

くっていく「自治」の気持ちを育みたいと考えています。今年度も生徒たちとと

もにさらに魅力ある上二中をつくってまいります。  

 

       「大きく向上」学びのエリア（大谷口小・向原小・上二小・上二中）        

         

上二中だより
 

     
 

 学級数  合計  

７年生   ５  １６３  

８年生  ５  １６１  

９年生  ４  １２３  

合計  １４  ４４７  

校訓：自律  
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令和６年４月８日  上板橋第二中学校長  宮田  正博  


